
（
１

）
国

有
林

直
轄

治
山

事
業

2 効 率 性

①
②

③
④

⑤
①

②
③

1
長

野
中

信
森

林
管

理
署

復
旧

治
山

中
白

沢
な

か
し

ら
さ

わ
2
3
5
,0

0
0

4
4
9
,6

8
4

2
1
8
,0

0
7

2
.0

6
○

○
○

○
○

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ

2
長

野
中

信
森

林
管

理
署

復
旧

治
山

玄
文

沢
げ

ん
ぶ

ん
さ

わ
1
7
5
,0

0
0

3
7
3
,7

8
7

1
5
5
,8

1
4

2
.4

0
○

○
○

○
○

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ

3
長

野
東

信
森

林
管

理
署

地
域

防
災

対
策

総
合

治
山

千
ケ

滝
西

沢
せ

ん
が

た
き

に
し

ざ
わ

2
3
5
,2

0
0

3
,0

2
0
,9

8
1

2
1
3
,7

4
2

1
4
.1

3
○

○
○

○
○

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ

4
長

野
木

曽
森

林
管

理
署

復
旧

治
山

肥
沢

ひ
ざ

わ
3
1
7
,0

0
0

4
2
5
,7

7
9

2
7
7
,0

1
5

1
.5

4
○

○
○

○
○

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ

5
長

野
木

曽
森

林
管

理
署

復
旧

治
山

（
特

定
流

域
総

合
治

山
対

策
）

濃
ケ

池
の

う
が

い
け

3
4
3
,3

5
0

1
,2

9
3
,2

3
3

2
9
4
,2

7
6

4
.3

9
○

○
○

○
○

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ

6
長

野
木

曽
森

林
管

理
署

南
木

曽
支

所
復

旧
治

山
長

通
川

な
が

と
お

り
が

わ
2
0
1
,5

4
4

7
1
8
,6

7
7

1
6
9
,6

1
7

4
.2

4
○

○
○

○
○

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ

7
長

野
伊

那
谷

総
合

治
山

事
業

所
復

旧
治

山
畑

沢
は

た
さ

わ
3
1
2
,5

4
9

4
1
8
,4

7
9

2
7
6
,0

3
0

1
.5

2
○

○
○

○
○

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ

8
愛

知
愛

知
森

林
管

理
事

務
所

復
旧

治
山

豊
橋

（
梅

田
川

支
流

）
と

よ
は

し
（
う

め
た

が
わ

し
り

ゅ
う

）
7
9
,0

0
0

1
4
6
,1

2
0

7
1
,5

8
8

2
.0

4
○

○
○

○
○

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ

9
長

野
南

信
森

林
管

理
署

保
安

林
整

備
伊

那
谷

い
な

だ
に

2
1
7
,9

2
5

4
2
3
,2

0
1

1
9
4
,0

3
2

2
.1

8
○

○
○

○
○

－
Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ
－

Ａ
－

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

Ｃ

1
0

岐
阜

東
濃

森
林

管
理

署
保

安
林

整
備

木
曽

川
き

そ
が

わ
9
1
,5

5
4

2
2
3
,9

2
3

8
1
,5

1
5

2
.7

5
○

○
○

○
○

－
Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ
－

Ａ
－

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

Ｃ

1
1

愛
知

愛
知

森
林

管
理

事
務

所
保

安
林

整
備

東
三

河
ひ

が
し

み
か

わ
1
0
1
,2

3
2

2
4
4
,1

3
2

9
0
,1

3
3

2
.7

1
○

○
○

○
○

－
Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ
－

Ａ
－

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

Ｃ

1
 有

効
性

（
3
）

（
4
）

（
5
）

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
Ⅰ

 必
須

事
項

Ⅱ
 優

先
配

慮
事

項

備
　

考

別
紙

様
式

８

中
部

森
林

管
理

局

平
成

2
9
年

度
自

主
的

点
検

実
施

地
区

一
覧

表 1
2

3
4

5

（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
1
）
（
1
）
（
2
）

3
 事

業
の

実
施

環
境

等
総

事
業

費

(千
円

)

総
便

益
Ｂ

(千
円

)

総
費

用
Ｃ

(千
円

）

分
析

結
果

Ｂ
／

Ｃ

整
理

番
号

都
道

府
県

事
業

実
施

主
体

事
業

名
事

業
実

施
地

区
名





地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

中
白

沢
（
な

か
し

ら
さ

わ
）

（
　

長
　

野
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
中

信
森

林
管

理
署

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

復
旧

治
山

事
業

事
業

計
画

期
間

平
成

３
０

年
度

～
平

成
３

３
年

度

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
長

野
県

大
町

市
の

北
西

部
に

位
置

し
て

い
る

。
平

成
2
8
年

8
月

の
集

中
豪

雨
に

よ
り

拡
大

崩
壊

が
発

生
し

、
土

石
流

と
な

っ
て

流
下

し
た

た
め

、
直

下
の

県
道

扇
沢

大
町

線
が

被
災

し
、

一
時

通
行

止
め

と
な

っ
た

。
被

災
後

、
災

害
関

連
緊

急
事

業
に

よ
り

緊
急

対
策

工
事

を
実

施
し

た
が

、
現

在
も

一
部

崩
壊

土
砂

が
残

留
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

豪
雨

時
に

は
県

道
等

へ
の

土
砂

等
流

下
が

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
不

安
定

土
砂

等
の

流
出

防
止

及
び

流
路

固
定

を
図

る
た

め
の

治
山

施
設

を
整

備
し

、
下

流
域

の
保

全
及

び
保

安
林

機
能

の
増

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
に

本
事

業
を

実
施

す
る

。

渓
間

工
5
基

　
山

腹
工

0
.2

1
h
a

人
家

等
4
戸

、
県

道
5
0
0
m

、
橋

梁
1
箇

所
、

水
道

施
設

1
箇

所

2
3
5
,0

0
0
 千

円
総

事
業

費



中
白
沢

事
業
評
価
区
域

保
全
対
象
区
域

　

凡
　
　
　
　
　
　
例

事
前
評
価
実
施
地
区

位
置

図

中
白
沢
地
区

S=
1/

50
,0

00

長
野
県



地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

玄
文

沢
（
げ

ん
ぶ

ん
さ

わ
）

（
　

長
　

野
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
中

信
森

林
管

理
署

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

復
旧

治
山

事
業

事
業

計
画

期
間

平
成

３
０

年
度

～
平

成
３

４
年

度

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
長

野
県

松
本

市
西

部
の

上
高

地
に

位
置

し
て

い
る

。
平

成
1
8
年

7
月

の
集

中
豪

雨
に

伴
う

土
石

流
に

よ
っ

て
ヘ

リ
ポ

ー
ト

や
上

高
地

浄
化

セ
ン

タ
ー

が
被

災
し

た
。

大
正

池
付

近
の

湿
地

帯
に

は
、

現
在

も
不

安
定

土
砂

が
残

留
し

て
お

り
、

焼
岳

山
麓

か
ら

の
土

砂
生

産
は

留
ま

る
こ

と
が

な
い

た
め

、
豪

雨
時

に
は

被
災

施
設

等
の

再
度

災
害

発
生

や
県

道
等

の
保

全
対

象
へ

の
被

害
が

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
不

安
定

土
砂

等
の

流
出

防
止

及
び

流
路

固
定

を
図

る
た

め
の

治
山

施
設

を
整

備
し

、
下

流
域

の
保

全
及

び
保

安
林

機
能

の
増

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
に

本
事

業
を

実
施

す
る

。

渓
間

工
7
基

、
護

岸
工

1
1
2
m

県
道

3
0
0
m

、
林

道
5
0
0
m

、
橋

梁
1
箇

所
、

宿
泊

施
設

1
箇

所
外

1
7
5
,0

0
0
 千

円
総

事
業

費



事
業
評
価
区
域

保
全
対
象
区
域

凡
　
　
　
　
　
　
例

事
前
評
価
実
施
地
区

位
置

図

玄
文
沢
地
区

S=
1/

50
,0

00

長
野
県

玄
文
沢



地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
長

野
県

北
佐

久
郡

軽
井

沢
町

の
浅

間
山

南
東

斜
面

に
位

置
し

て
い

る
。

浅
間

山
は

現
在

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

が
２

で
あ

り
、

積
雪

期
の

噴
火

に
よ

る
融

雪
型

火
山

泥
流

被
害

が
懸

念
さ

れ
て

お
り

、
国

・
県

・
市

町
村

等
が

相
互

に
連

携
・

協
力

し
、

被
害

軽
減

に
向

け
た

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト

対
策

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

治
山

施
設

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
融

雪
型

火
山

泥
流

の
一

部
を

抑
止

し
、

流
送

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

軽
減

を
図

る
と

と
も

に
、

上
流

か
ら

の
土

砂
等

流
出

を
抑

止
し

、
周

辺
森

林
と

下
流

の
保

全
を

図
り

、
地

域
の

安
全

性
向

上
（
減

災
）
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

に
本

事
業

を
実

施
す

る
。

渓
間

工
　

1
基

人
家

1
1
3
戸

、
林

道
1
7
0
ｍ

2
3
5
,2

0
0
千

円
総

事
業

費

千
ヶ

滝
西

沢
（
せ

ん
が

た
き

に
し

ざ
わ

）
（
　

長
　

野
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
東

信
森

林
管

理
署

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

地
域

防
災

対
策

総
合

治
山

事
業

事
業

計
画

期
間

平
成

３
０

年
度

～
３

３
年

度
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地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
長

野
県

木
曽

郡
上

松
町

の
木

曽
川

右
岸

に
位

置
し

て
い

る
。

過
去

の
集

中
豪

雨
に

よ
り

上
流

域
で

山
腹

崩
壊

が
発

生
し

土
砂

等
が

流
出

し
た

た
め

、
河

道
閉

塞
や

林
道

が
通

行
不

能
と

な
る

被
害

が
生

じ
た

。
現

在
も

上
流

域
の

崩
壊

地
で

は
表

層
侵

食
に

よ
る

土
砂

生
産

が
進

行
し

て
お

り
、

崩
壊

土
砂

が
既

設
渓

間
工

に
残

留
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

豪
雨

時
に

は
集

落
等

へ
土

砂
等

の
流

下
が

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
拡

大
崩

壊
に

よ
る

土
砂

生
産

の
抑

止
を

図
る

た
め

の
治

山
施

設
を

整
備

し
、

下
流

域
の

保
全

及
び

保
安

林
機

能
の

増
進

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

に
本

事
業

を
実

施
す

る
。

山
腹

工
 1

.2
9
h
a

人
家

6
戸

、
市

町
村

道
3
5
0
m

、
林

道
7
0
0
m

、
橋

梁
1
箇

所
外

3
1
7
,0

0
0
 千

円
総

事
業

費

肥
沢

（
ひ

ざ
わ

）
（
　

長
　

野
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
木

曽
森

林
管

理
署

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

復
旧

治
山

事
業

事
業

計
画

期
間

平
成

３
０

年
度

～
平

成
３

５
年

度



長
野
県

肥
沢

Ｓ
＝

1:
50

,0
00

事
前
評
価
実
施
地
区

位
置
図

肥
沢
地
区

事
業
評
価
区
域

計
画
箇
所
（山
腹
工
）

保
全
対
象
区
域

凡
　
　
　
例



地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

濃
ケ

池
（
の

う
が

い
け

）
（
　

長
　

野
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
　

木
曽

森
林

管
理

署

長
野

県
　

　
木

曽
地

方
事

務
所

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

復
旧

治
山

事
業

（
特

定
流

域
総

合
治

山
対

策
）

事
業

計
画

期
間

平
成

３
０

年
度

～
平

成
３

６
年

度

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
長

野
県

木
曽

郡
木

曽
町

の
木

曽
川

左
岸

に
位

置
し

て
い

る
。

平
成

2
5
年

9
月

の
台

風
1
8
号

豪
雨

に
伴

い
土

石
流

が
発

生
し

、
水

産
試

験
場

の
取

水
施

設
等

が
被

害
を

受
け

た
。

現
在

も
上

流
に

は
渓

岸
崩

壊
が

み
ら

れ
、

渓
流

に
は

残
留

土
砂

や
流

木
が

複
雑

に
重

な
り

合
っ

て
お

り
、

今
後

の
豪

雨
等

に
よ

る
拡

大
崩

壊
や

土
砂

等
の

流
出

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
国

有
林

と
民

有
林

が
連

携
し

一
体

的
な

復
旧

対
策

を
行

う
必

要
が

あ
り

、
土

砂
等

の
固

定
や

流
出

を
抑

止
す

る
た

め
に

治
山

施
設

を
整

備
し

、
下

流
域

の
保

全
及

び
保

安
林

機
能

の
増

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

本
事

業
を

実
施

す
る

。

渓
間

工
 8

基
、

　
護

岸
工

 4
基

、
　

山
腹

工
 0

.5
6
h
a

人
家

4
6
戸

、
町

道
1
,4

0
0
m

、
林

道
2
0
0
m

、
県

水
産

試
験

場

3
4
3
,3

5
0
 千

円
総

事
業

費



事前評価実施地区

位 置 図

濃ケ池地区

長野県

濃ケ池

Ｓ＝1:50,000

事業評価区域

計画箇所（渓間工）

計画箇所（山腹工）

既設渓間工（国）

保全対象区域

凡　　　例



地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
長

野
県

木
曽

郡
大

桑
村

の
木

曽
川

右
岸

に
位

置
し

て
い

る
。

凍
結

融
解

に
よ

っ
て

柱
状

節
理

が
発

達
し

た
地

質
で

あ
り

、
上

流
域

に
は

山
腹

崩
壊

地
が

多
く
存

在
し

、
現

在
も

拡
大

崩
壊

に
よ

る
土

砂
生

産
が

続
い

て
お

り
、

渓
流

に
は

岩
屑

の
混

入
し

た
異

常
堆

積
帯

が
随

所
に

見
ら

れ
る

た
め

、
豪

雨
時

に
は

、
直

下
の

集
落

へ
土

砂
等

の
移

動
流

下
が

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
崩

壊
地

の
早

期
復

旧
と

併
せ

不
安

定
土

砂
等

の
流

出
防

止
及

び
山

脚
固

定
を

図
る

た
め

に
治

山
施

設
を

整
備

し
、

下
流

域
の

保
全

及
び

保
安

林
機

能
の

増
進

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

に
本

事
業

を
実

施
す

る
。

渓
間

工
4
基

、
山

腹
工

0
.8

6
h
a

人
家

2
1
戸

、
公

民
館

1
棟

、
村

道
7
0
0
m

、
橋

梁
1
箇

所

2
0
1
,5

4
4
 千

円
総

事
業

費

長
通

川
（
な

が
と

お
り

が
わ

）
（
　

長
　

野
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
木

曽
森

林
管

理
署

 南
木

曽
支

署

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

復
旧

治
山

事
業

事
業

計
画

期
間

平
成

３
０

年
度

～
平

成
３

７
年

度
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地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

畑
沢

（
は

た
さ

わ
）

（
　

長
　

野
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
伊

那
谷

総
合

治
山

事
業

所

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

復
旧

治
山

事
業

事
業

計
画

期
間

平
成

３
０

年
度

～
平

成
３

５
年

度

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
長

野
県

飯
田

市
の

西
部

に
位

置
し

、
一

帯
は

花
崗

岩
類

が
広

く
分

布
し

マ
サ

化
に

よ
る

表
層

剥
離

型
崩

壊
が

多
く
土

砂
生

産
が

盛
ん

で
あ

る
。

平
成

2
7
年

7
月

の
集

中
豪

雨
に

よ
り

拡
大

崩
壊

が
発

生
し

た
た

め
直

下
の

林
道

が
被

災
し

、
現

在
も

既
設

渓
間

工
に

は
流

出
土

砂
が

不
安

定
な

状
態

で
堆

積
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

の
豪

雨
等

に
伴

う
土

砂
流

出
に

よ
っ

て
下

流
の

県
道

等
保

全
対

象
へ

の
被

害
が

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
渓

床
の

堆
積

土
砂

を
固

定
し

土
砂

流
出

を
抑

制
す

る
と

と
も

に
、

崩
壊

地
の

早
期

復
旧

を
図

る
た

め
の

治
山

施
設

を
整

備
し

、
下

流
域

の
保

全
及

び
保

安
林

機
能

の
増

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
に

本
事

業
を

実
施

す
る

。

渓
間

工
4
基

、
山

腹
工

0
.6

0
h
a

林
道

5
6
5
m

、
県

道
7
8
5
m

、
橋

梁
2
箇

所
、

発
電

所
施

設
1
箇

所

3
1
2
,5

4
9
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円
総

事
業

費



事
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地
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沢
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地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

豊
橋

（
梅

田
川

支
流

）
（
と

よ
は

し
（
う

め
た

が
わ

し
り

ゅ
う

）

（
　

愛
　

知
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
愛

知
森

林
管

理
事

務
所

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

復
旧

治
山

事
業

事
業

計
画

期
間

平
成

３
０

年
度

～
３

４
年

度

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
愛

知
県

豊
橋

市
東

部
の

高
師

原
台

地
の

南
側

斜
面

に
位

置
し

て
い

る
。

こ
の

斜
面

に
は

谷
に

よ
る

開
析

を
受

け
て

入
り

組
ん

だ
山

麓
が

形
成

さ
れ

、
多

数
の

小
沢

が
Ｊ
Ｒ

東
海

道
本

線
等

が
通

過
す

る
市

街
地

へ
と

流
れ

込
ん

で
お

り
、

緩
斜

面
の

扇
状

地
に

は
崖

錐
堆

積
物

が
不

安
定

な
状

態
で

散
在

し
て

い
る

た
め

、
豪

雨
時

に
は

、
洪

水
と

と
も

に
不

安
定

土
砂

や
流

木
等

の
移

動
流

下
が

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
土

砂
等

の
流

出
防

止
及

び
流

路
固

定
を

図
る

た
め

の
治

山
施

設
を

整
備

し
、

下
流

域
の

保
全

及
び

保
安

林
機

能
の

増
進

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

に
本

事
業

を
実

施
す

る
。

渓
間

工
 4

基
、

　
流

路
工

(帯
工

含
む

) 
1
1
1
m

宗
教

法
人

1
箇

所
、

豊
川

用
水

東
部

幹
線

2
5
0
m

、
市

道
4
0
0
m

、
橋

梁
1
箇

所

7
9
,0

0
0
千

円
総

事
業

費
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図
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梅
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区
域
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地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

伊
那

谷
（
い

な
だ

に
）

（
　

長
　

野
　

県
　

）

中
部

森
林

管
理

局
南

信
森

林
管

理
署

別
紙

様
式

９

事
業

実
施

地
区

名
（
都

道
府

県
名

）
事

業
名

保
安

林
整

備
事

業
事

業
計

画
期

間
平

成
３

０
年

度
～

３
４

年
度

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
長

野
県

南
東

部
の

伊
那

谷
地

域
に

位
置

し
、

国
有

林
の

約
9
6
.5

％
は

天
竜

川
流

域
の

源
流

部
に

所
在

し
て

い
る

。
上

流
域

に
分

布
す

る
国

有
林

は
、

伊
那

谷
地

域
は

も
と

よ
り

静
岡

県
を

含
め

た
天

竜
川

水
系

の
重

要
な

水
源

地
帯

で
あ

る
と

と
も

に
、

南
・
中

央
ア

ル
プ

ス
に

代
表

さ
れ

る
自

然
環

境
の

保
全

形
成

及
び

国
民

の
保

健
休

養
の

場
の

提
供

な
ど

、
公

益
的

機
能

を
発

揮
す

る
上

で
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

森
林

の
現

況
は

、
カ

ラ
マ

ツ
が

7
7
％

を
占

め
る

人
工

林
の

林
齢

構
成

は
1
0
～

1
2
齢

級
に

集
中

し
、

そ
れ

ら
は

過
密

状
態

等
に

よ
り

、
こ

の
ま

ま
放

置
す

る
と

表
土

の
侵

食
に

よ
る

崩
壊

の
発

生
や

、
土

砂
及

び
倒

木
が

流
出

し
、

水
土

保
全

機
能

が
著

し
く
低

下
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

本
数

調
整

伐
等

の
森

林
整

備
を

行
い

、
水

源
涵

養
（
か

ん
よ

う
）
機

能
、

山
地

災
害

防
止

機
能

な
ど

、
保

安
林

が
持

つ
公

益
的

機
能

の
維

持
、

増
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
本

事
業

を
実

施
す

る
。

本
数

調
整

伐
等
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6
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2
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7
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2
5
 千

円
総

事
業

費
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施
地
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地
　

区
　

概
　

要
　

表

別
紙

　
位

置
図

の
と

お
り

位
置

図

主
な

事
業

内
容

主
な

保
全

対
象

事
業

実
施

主
体

事 業 目 的

　
当

該
地

区
は

、
岐

阜
県

南
東

部
に

位
置

し
、

国
有

林
は

ほ
と

ん
ど

が
御

嶽
山

か
ら

連
な

る
山

岳
地

帯
及

び
恵

那
山

山
麓

に
所

在
し

、
中

京
圏

の
重

要
な

水
源

地
帯

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

東
濃

桧
の

産
地

で
あ

る
と

と
も

に
、

ヒ
ノ

キ
・
サ

ワ
ラ

を
主

体
と

し
た

貴
重

な
天

然
林

を
有

し
て

お
り

、
自

然
環

境
の

保
全

形
成

及
び

国
民

の
保

健
休

養
の

場
の

提
供

な
ど

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
の

上
で

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
森

林
の

現
況

は
、

ヒ
ノ

キ
・
ス

ギ
を

主
体

と
し

た
人

工
林

が
4
5
％

を
占

め
、

林
齢

構
成

は
1
0
～

1
3
齢

級
に

集
中

し
、

そ
れ

ら
は

過
密

状
態

等
に

よ
り

、
こ

の
ま

ま
放

置
す

る
と

表
土

の
侵

食
に

よ
る

崩
壊

の
発

生
や

、
土

砂
及

び
倒

木
が

流
出

し
、

水
土

保
全

機
能

が
著

し
く
低

下
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

本
数

調
整

伐
等

の
森

林
整

備
を

行
い

、
水

源
涵

養
(か

ん
よ

う
)機

能
、

山
地

災
害

防
止

機
能

な
ど

、
保

安
林

が
持

つ
公

益
的

機
能

の
維

持
、

増
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
本

事
業

を
実

施
す

る
。

本
数

調
整

伐
等

　
3
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 h
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施
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